
もっと、ずっと、地域と共に。

地方創生に向けて 2025



経営計画「『Vision 2030』～未来を切り拓くリーディングカンパニー～」
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地方創生は当行の重要戦略の１つ
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TOPICS
～地域が抱える課題～

宮城県の人口推移

若年女性が地方から転出する理由

宮城県の若年層の転出入数（2024年）

実績値
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15～19歳 20～24歳 25～29歳

東北５県からの転入:3,811人
関東１都３県への転出:5,681人

【出典】総務省「国勢調査」「住民基本台帳人口移動報告」、厚生労働省「人口動態調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」

(千人)

(人)

1位 やりたい仕事、やりがいの
ある仕事が見つからない 58.9%

2位 東京（東京圏）と
比べて年収が少ない 56.1%

3位 楽しめる場所や
施設が少ない 53.5%

4位

5位

刺激が少ないなど、地方の
生活は退屈な印象がある 44.8%

公共交通機関などの
サービスが劣る 43.4%

【出典】東北活性化研究センター

⇒ 地域や企業の課題解決・成⾧支援を通じて、
「選ばれる地域」の実現を目指します!

生産年齢人口
の減少

◇ このまま転出が続くと、、、

地域コミュニティ
の衰退

地域経済の縮小

総人口は2003年をピークに減少傾向に転じる。
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企業の
競争力低下

推計値
年齢別

地域別

※東京圏に転出を希望している、または転出した18～29歳の
東北圏出身の女性を対象としたアンケート（複数回答可）

(%)


